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ボノレヒェノレトの
『戸口の外で』についての考察
一ヴォルフガング・ボノレヒェルト
　　　　　　　　　　についての覚え書（3ト
谷　崎　英　男
（3）そ　の　作　品
　前述のようにボルヒェルトの文学的活動の時期は1946年の1月から，1947年
11月20日に25才の短い生涯を終るまでの約2年間にすぎなかった。従って彼の
残Lた作品の数も量的には大Lたものではたい。死後ローヴォルト杜から出版
れさた『全集』（Gesamtwerk）（ベルソハルト・マイヤー＝マルヴィツ（Bemhard
Meye川amitz）編集）の中には単行本とLて生前出販された『街灯と夜と星』
『たんぽぽ』，死の直後に出版された『この火曜日に』（A皿diesem　Die鵬ta9），
1947年2月に最初に放送劇とLて放送され，11月に出版された戯曲『戸口の外
で』を含めて，その後発見された遺稿集の中からの詩と短篇がのせられている
が，全部で短篇が39，詩が30，戯曲が1である。ところがこの全集が出版され
た後にも新聞や雑諭こ掲載されたいくっかの短篇が発見され，1962年の3月に
ぺ一ター・リュームコルフ（Peter　ROhmkOd）によって遺稿集『悲しきゼラニ
ゥム』（Die　tr醐rigen　Geranien　md　mdere　Geschichten　aus　dem　NachlaB）がロ
ーヴォルト杜から出版された。この遺稿集には18の短篇が含まれている。ポル
ヒェルトの作品で公刊されたものはこれだげで，その外前述Lたように単に手
書きの草稿だけが残されていた長篇小説『Pe・sil　bleibt　Pe胴il』の計画があった
が，これは未完のまま終っている。
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これらの作品を通読してみると，ポルヒェルト自身は自分が完全に詩人たるべ
く選ばれていると信じていたが，その詩にはほとんど見るべきものはない。彼
が文学史上にその名を残す価値ありと見なされるのは何といっても，その短篇
の傑作と戯曲『戸口の外で』によってである。手元にあるドイツの二十世紀文
学史をひもといてみても，ドゥーヴェ（Wilhe㎞Duwe：Deutsche　Dichtmg　des
・w・nzigst㎝Jah・hmdetrs）のように『戸口の外で』の中にシュールレアリズム
的な要素を認めて，この点を重視している人もおり，またグレンツマソ（Wil・
hel㎜Grenzmam：DeutscheDichtu日g　derGegenwart）のように，ボルヒェル
トが「短篇という様式に対して大いなる才能をもって現われ」「此界に至る所
に広がって，今またドイツにおいても育てられたこの文学上のジャソルを芸術
的な高さにまで押し上げた」ことに特に重点をおいている人もおり，またフェ
ヒター（Paul　Fechter：Geschichte　der　deutschen　Literatur：Band2Die　Literatur
des20・Jahrh㎜de㎡s）のように，短篇と『戸口の外で』にほとんど平等の評価
を与えている人もいる。いずれにせよ，短篇の傑作と『戸口の外で』によって
ボルヒェルトの文学的地位が確立していることにっいては何人も異論はないで
あろう。ところでボルヒェルトの短篇は玉石混清で，そのすべてが傑作という
訳には行かない。そこでまずボルヒェルトの残した唯一の戯曲『戸口の外で』
についての考察からはじめたいと思う。
　重ず大まかな筋書を書いてみよう。一人の男がドイツヘ帰ってく私この男
ベックマソ（Beckmam）は非常に長い間ドイツを留守にして出発したときとは
全く異った人間になっていた。外面的にはカカシの親類のようなやせ衰えた人
間になり，内面的にもまたそうだった。彼は戸外の寒さの中で何千という夜を
すごさなけれぱならなかったので，膝の骨をやられてしまったのであった。こ
うした苦難の末に戦争帰還者ベヅクマソはっいに故郷へ帰ってくるのである。
しかしながら彼の妻は彼のことなどはすっかり忘れていて，別の男とベヅドを
共にしており，可愛いい息子は爆弾によって打ちくだかれていた。そこでベヅ
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クマソは絶望の余りエルベ州に身を投ずるが・エルベ川は彼を拒む。かくして
彼はびっこを引きながら再び人生へもどる。すると一人の婦人が現われて，彼
を家へ迎え入れてくれる。彼女の夫は戦争で行方不明になっていたのである。
しかし彼が彼女を抱擁しようとした丁度その瞬問に，彼女の夫が帰ってきて，
ベヅクマソは罪なき罪を犯してしまう。再び『戸口の外に』に立ったベックマ
ソは戦争時代の大佐であった人を訪ねる。戦争中に与えられた責任を大佐に返
そうと思ったからである。しかしながらかっての責任ある地位にあった人達は
妻と子供と一緒に暖かい都屋に気持よさそうに坐り，仕事もあって食に困らた
い。r戦争はもうすんだのだ」といわれて，ベヅクマソは追い返される。
　またしても『戸口の外に』立たされた彼は今度は職を求めて寄席の支配人を
訪ねるが，「君の歌は初心者とLては悪くはないが，輝きが足りたい」といわ
れて断わられる。そこで昔の両親の家を訪ねるが，そこにはクラーマーという
別の家族が住1んでいて，両親は既に死んでいて墓地にうめられていることを告
げられる。かくして彼は神と論争する。神はrがが子たちはわしを見捨ててし
まった。わしが彼らは見捨てたのではたく、彼らがわしは見捨てたのだ。わし
はもはや何人も信じてくれたい神だ」となげくが，ベヅクマソは「神よ，お前
は死んだのだ。立ち去るがよい」と叫んで烈しく拒否する。そして再びエルベ
川へ向うのである。
　（・）その構成
　前述したように『戸口の外で』は1947年の1月にたった八日聞で一気にかか
れたものであるが，「どの劇場も上演Lようとはせず，観衆も見ようとはした
い戯曲」（Ein　St此k，das　kein　Thearer　spiel・n㎜d　kein　Pub－ikum　sehen　will）
というサブタイトルがついている。このサブタイトルはこの戯曲が戦時中およ
び職争直後の内面的・外面的両方面にわたる余りにもなまなましい体験からで
きているために，超時代的な価値をもっには，いささかプラカード的でありす
ぎるという作者の気持を現わLたものと考えてよいであろう。
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　この作品は第一慕からすぐには始まらず，まず前置（VOrrede）があって，そ
の後に序曲（V0獺piel）と夢（derT・am）の場がおかれている。前置にはドイ
ツヘ帰還するかつての下官ベヅクマソの性格描写カミなされてい机
　　Er　w班1ange　weg，der　Mann．Sehr　lange．Vie1leicht　zu　lange．Und
　er　kommt　ganz　anders　w1eder，als　er　wegging　AuBerl1ch1st　er　e1n
　naher　Verwandter　jener　Gebilde，die　auf　den　Fe1dem　stehen，um　die
　V6gel（und　abends　manchmaI　auch　die　Menschen）zu　erschrecken．
　lnnerlich＿auch．
　この中で外面的にカカシに似ているということは簡単に理解できるが，r内
面約にも」ということは人問も木の十字の骨組をとってみれぱ，無のような存
在にすぎないことを暗示している。
　彼にとって特に苦痛であったのは，彼が全く異常であったと考えていて，全
く気狂いじみた映画のようにみなしていた彼の体験が全く目常茶飯事のことに
なっている二とであったo
　　Und　er　d㎝kt，daB　es　dam　woh1die　Wahrheit　sein　muB－Ja，md
　als　er　dann　am　SchluB　mit1eerem　Magen　md　kalten　FiiBen　wieder
　auf　der　StraBe　steht，　merkt　er，　daB　es　eigent1ich　nur　ein　ganz
　al1t着glicher　Film　war．
　ここでいう気狂いじみた映画（ein　tO1le・Film）の場面がドラマの進展と共に
展開されて行くのであるから，発端の情況と終末の情況は一致しているといえ
よう。ただその絶望感が一層深まっているだけである。なぜならドラマの最後
で再び最初と同じように『戸口の外に』立ったベックマソは白分の周囲の惰況
が動かしがたいものであることを認識しただげ，より深い存在になったからで
ある。彼は「家へ帰ってはきたが，それでも帰っていない連中の一人」一こ
の表現はライトモチー7のようにくりかえし用いられている一なのである。
　　Einer　von　denen，die　nach　Hause　kommen　md　die　dann　d㏄h　nicht
　nach　Hause　kommen，weil　for　sie　kein　Zuhause　mehr　da　ist．Und　ihr
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　Zuhause　lst　dann　drauBe1〕Y0r　der　Tur　Ihr　Deutschland　ist　drauBen
　nachts　in1Regen，auf　der　StraBe．
　そしてこの言葉によってこのドラマの事件の進行が暗示されていると考えら
れるのである。
　前置にっづいて序曲と夢の場面があるが，これは五っの場面からなっている
ドラマの本来の筋とは関係がない。序曲のとがきはこのドラマ全体に流れる特
徴的な雰囲気をかもし出してい飢音響的な要素（Der　Wnd　sr6hn仁Die剛be
schwappt＿．）と視覚的な要素（Geg㎝d㎝Ab㎝dh㎞血el　die　S舳㎝鮒e　ei皿es
Mensch㎝），さらには葬儀屋の存在が重苦しい気分，ま1二かにせまった死の印
象を強めている。この場面ではこのドラマの主人公ベヅクマンの生きている時
代は殺人の時代と特色づけられている。　　　　　　、
　　WiedieF1iegen　klebendieToten　andenWをndendiesesJahrhmd帥s．
　Wie　die　Fliegen　liegen　sie　steif　md　vertr㏄knet　auf　der　F㎝sterbank
　der　Zeit．
　だから葬儀屋っまり死がこの世紀の主人公であるのは何の不恩議もたい。死
に比べれぱr老人」（alrer　Mam）として現われる神は全く背後におしゃられて
いる。今世紀の大量殺人を背景にしたこの二人の人物の性格描写がこの場面の
本質的な内容といってよいであろ㌦死つまり葬儀屋1はたえずいやらしくげっ
ぷをする人物として描かれているが，これは昔は「やせてしなびて骨ぱって」
いたのに（mager・d竈血，㎞㏄hig），今は食べすぎてrまるまると太って上気嫌
な」（r㎜d。舳。gut　gela㎜t）ことを示Lている。これが新しい神として恐れ
られる死のよそおいを新たにした姿なのである。
　このような状況の中でベヅクマソはエルベ川に身を投げるが，葬儀者はただ
「一人の人間が死ぬだけで，それ以上何ということはない」と次のように考え
るだげである。
　　Ein　Ml㎝sch　s趾比　Und～Nichts　weiteL　Der　Wind　wεht　wei晦
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　Die　Elbe　quasselt　weiteL　Die　StraBenbahn　k1ingelt　weiter・Die　Huren
　Iieg㎝weiter　weiB　und　weich　in　den　Fenstem，He耐Kramer　dreht
　sich　auf　die　andere　Seite　und　schnarcht　weiter．UI1d　keine一一keine
　Ubr　ble1bt　stehen　Rums－Ein　Mensch1st　gestorben．Und？　Nlchts
weiter．Nur　ein　paar　kreisf6mige　We11en　beweis㎝，daB　er　ma1da
　war．Aber　auch　die　haben　sich　schnell　wieder　bemhigt．Und　wenn
　die　sich　ver1aufen　haben，　dann　ist　auch　er　vergessen，verlaufen，
spurlos，a1s　ob　er　nie　gewesen　w乞re．Weiter　nichts．
　「悲しげにではたく，ショックを受げて」（nicht　jammer－ich，s㎝dem　e㎎ch肚・
te・t）神は変えることのできないわが子たちの運命をなげく。神が自分の予供た
ちの運命を変えることができないのは，子供たちがもはや神を信じたくなった
からであるo
　　Ich　bin　der　Gott，an　den　keiner　mehr　glaubt．．、．Ich　kann　es　nicht
　看ndem．
　序帥こおいては個人としての自殺者が全く無関心な存在であったのに対して，
r夢」の場面においてはそれが中心に立っているにの場面はもっぱらベヅク
マソが夢の中で体験したエルベ川との対話からなっているが，エルベ川は彼が
疲れ切った余り望む死を受け入れず，ブラソケネーゼの砂の上へもう一度彼を
投げ返すのである。ベヅクマソは
　　Da　oben　ha1te　ich　das　nicht　mehr　aus．Das　mache　ich　nicht　mehr
　m｛t．pemen　wil1ich．Tot　sein．Mein　ganzes　Leben　lang　tot　sein．
　Und　pennen．Endlich1n　Ruhe　pennen　Zehntausend　Nachte　pennen
と叫ぶが，rmein　ganzes　Leb帥tot　sein」（一生涯死ぬ）というバラドクスィカ
ルな表現は，彼カミ死にたいと願っていながら，内面的にはまだ人生と縁を切っ
ていないことを示している，彼に人生を堪えがたくした三っの理由は足の負傷
と飢えと妻の裏切りである。（Das　Bein，das　Bett，das　B・ot）これに対してエル
ベ川はmein　Jmge．（若者），K1einer（少年），Gronschnabel（青二才），
S差ug91ing（赤ん坊）というような呼び方をして，母親のように話しかけるの
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である。
　この点は先に指摘したボルヒェルトの文学に見られる「母性像への定着」の
一つの現われと見ることができよう。
　この場面の最後の方には母たるエルベとベックマソの間にかわされた契約と
も見たされる次のような言葉がある。
　　Lebe　erst　mal，laB　dich　treten．Tritt　wieder！We㎜du　den　Kanal
　Y011hast，hier，bis　oben，wem　du　lahmgetrampelt　bist　und　wem　dein
　Herz　auf　al1enマieren　angekrochen　kommt，dam　k6men　wir　ma1
　wieder　iiber　die　Sache　reden．Aber　jetst　machst　du　keinen　Unsinn，
　klar　P
ベヅクマソはこれに対して何も答えてはいないが，エルベ川の次の言葉からは，
彼がもう一度生きる試みをすることに同意し，どうにもならなくなったときに
もう一度もどってくることを約束したことが読み取れるのである。
　　Werft　diesen　K1einen　hier　bei　Blankenesewiederaufd㎝Sand！Er
　wil1es　mchmal　versuchen，hat　er　mir　eben　versprochen、
　この約束によって次にくる五っの場面がベックマソの生への復帰の試みとL
て描かれるのであ孔第五場の終りに同じような夢の中で体験する自殺の場面
があるが，この初めにでてくるr夢」の場面と最後の夢の場面が相互に関連L
ていることはいうまでもたいo
　さらにもう一つ注意すべき点はベックマ：■のrベッドが占領されていた」
（das　Bett　ist　be・etzt）ことが、第二場にたって全く逆の役割で登場してくるこ
とである。すなわち第二場ではそこに登場する女がベックマソの妻の役割をL，
ベヅクマソがその女の友人，一本足の男がベヅクマソの役割となって，みずか
ら妻に裏切られた男であるベヅクマソが一本足の男から
　　Was　tust　dn　hieL　Du？In　meinem　Ze㎎？Auf　meinem　Platz～
　Bei　meiner　Frau～
とどたられるのであ札つまり最初に話の中でしか語られなかったベックマソ
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の体験が今度は逆の立場で劇の場面として明確化されているのである。
　以上のような第一場に入る前の情況の考察によっても明らかなように，この
ドラマはお互にからみ合った色々な分野で演ぜられるが，大よそ三つの分野に
分けることができよう。一っはベックマソが辿った現実の過程である。前に書
いたおおまかた筋書が大体これにあたると考えてよい。第二の分野は夢とベヅ
クマンの内面像の分野である。前記の「夢」の場面や，第三場に描かれている
鞍友たちの弾劾や，第五場の後半がこれに入るであろう。第三の分野は神と死
の対決である。これは「序餉」においてベヅクマソの意識や夢とは全く無関係
に描かれているので，第二の分野とは別と考えて差支えないであろう。
　さて事件は一晩のうちに進行する。これは「序曲」のとがきにAbe口dhi㎜me1
とあり，第一場，二場，三場のとがきにAbendとあることや，その他の点か
らも明らかである。
　歴史的な時間も大体1946年の初めと考えてよかろう。第二場で女が夫のこと
をたずねられて，夫がスターリソグラード以来行方不明であるといい，rそれ
は三年前のことでした。」（Das　war　vor　drei　Jahren1）とっけ加えているからで
ある。スターリソグラードで第六軍団が降服したのは1943年1月31目のことで
ある。実際の地名がでてくるのはエルベ川とブラソケネーゼ（Blankenese）（註
：ユルペ川の沿岸にあるハソブルクの別荘地）だげである。
　さて第一場からベックマソの生命への結びっきを求める一違の試みが描かれ
るのであるが，第一場にはまず「別の男」（der　Andere）のはげましとベヅクマ
ソの回想が語られる。この第一場は彼が積極的に生きようとしている唯一の場
面といってよいであろうが，ベヅクマソがブラソケネーゼでr別の男」と話L
ているうちに，一人の女に会って家へくるようにいわれる。この女が彼を連れ
て行くのは明らかに愛からではなく，同情からであり，彼女自身の言葉によれ
ぱ「希望のない悲しげた声をしており，全く生気を失い，慰めのない状態」だ
からであったo（Weil　Sie　so　eine　ho舳ungslos　traurige　Stimmehab㎝・Sograu
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md　vO11kOmmen　t・0s止王0s）この婦人との結合によってベヅクマソには希望にみ
ちた新たな出発をする可能性が突然現出する。
　第二場は第一場に直結し，前記の婦人の部屋が舞台になっている。この場面
の冒頭でベヅクマソは自分がかけている「ガスマスク用の眼鏡」（Gasmask㎝一
b・in・）のことで笑われるが，「これなしではやって行げない。眼鏡なしては救
いようもないほど駄目なのだ。本当に全く困ってしまうのだ。」（1ch　kam　sie
nicht　entbehfen．0h鵬Bri1le　bin　ich　rettungslos　ver1oren．Wirk1ich，vollkommen
h伽o＄）と答える彼の蓄葉は戦争を内面的に克服できない無力感の表現である。
この女は夫がスターリソググートで，「飢え，こごえ，そのままになってしま
った」（ve・hmg鮒，erf・oren，lieg㎝geb1ieben）らLく，ベヅクマソに好意をいだ
いて，自分の手元に引きとめようとするが，彼の心中には不安感が高まり，そ
れは突然女の夫が幽霊のように現われることによって現実のものになった。ベ
ヅクマ1■は女の援助を受け入れようとしたことによって，女の夫に対して罪を
犯Lてしまうが，同時に絶えずrベックマソ，ベックマソ」と呼ぱれることによ
って，戦争中rその部署を最後まで絶対死守すること」（Sie　halt㎝1h・・n　Posten
㎜bedi㎎t　bis・uユetzt．）を命令Lたためにバウワー兵長（Obergef・・ite・Bauer）の
片足を失わせしてしまったことを思い出すのである。
　この戦争中の思い出から次の場面への移行が行われる。第三場でベックマソ
はかつての上官であった大佐に戦争中に与えられた責任を返そうとする。この
責任のせいでベックマソは自分の部下たちを不具老にしたり，戦死させてLま
ったのである。しかし大佐は亡霊の夢に悩まされるベヅクマソのいうことなど
理解せず，ベヅクマソのやることを舞台にのせるのにふさはしい喜劇役老のし
ぐさとみなすのである。そして寄席の支配人の所へ行って仕事をさがすように
指示する。
　そこで第四場ではベッタマソが大佐の所から奪った火酒に少レ酩酊しながら
寄席の支配人を訪れる，第四場はほとんどこの支配人とベックマソの対話から
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なっているが，この中でいはぱ劇中劇のような形でボルヒヱルトの主張が見ら
れる。この新しい試みにも挫折したベヅクマソは第四場の終りにおいてはもは
やたった一っの抜け遣しかなかった。母のもとへ帰ることである。「そうだ，
家へ帰るんだ。母の所へ行くんだ。とうとう母のもとへ帰るんだ」（Ja，i・h　w111
醐ch　Hause．　1ch　wi1l　zu　meiner　M一ユtter！1ch　will　endlich　zu　㎜einer　Mutter
川）と彼は叫ぶ。
　しかしながら第五場で丙親の家を訪ねて行ったベヅクマソは，両親の家には
すでにクラーマーという一家が住みっいていて，両親が自殺をLたことを知ら
される。再び『戸口の外に』立った彼は人生に対しで次のような解釈を下す。
　Das　Leben　i§t　so’：
　　1．Akt：Grauer　Himme1．E§wird　einem　wehgetan．
　　2．Akt：Grauer　Himmel．Man　tut　wieder　weh．
　　3．Akt：Es　wird　dunkel　und　es　regnet．
　　4．Akt：Es　wi亡d　noch　dunk1er．Man　sieht　eine　T肚．
　　5．Akt：Es　ist　Na6ht，tiefe　Nacht，und　dieT肚ist　zu．Man　steht
　　　drauBen．DrauBen　vor　der　Tむr．An　der　Elbe　steht　man，an　der
　　　Seine，an　der　Wolga，am　Mississipi．Man　steht　da，spinnt，frieれ，
　　　hmgert，md　ist　verdammt　m直de．Und　dam　auf　einmal　plumpst
　　　εs，md　die　We11en　machen　nied1ichekleinekreisrmde　Kreise，md
　　　dam　rauscht　der　Vorha㎎．Fische　und　W芯merspendiereneinen
　　　1aut1osen　Beifa11．＿So　ist　das！1st　das　viel　nユehr　a1s　Nichts？
　ベヅクマソは疲れはてて寝込んでしまい，夢の中で路上に横になって死ぬ夢
を見る。まず老人の姿をした神が現われるが，神も彼を救うことはできない。
そして夢の中には大佐，寄席の支配人，クラーマー夫人，彼を拾い上げてくれ
た女，その夫の一本足の男がっぎっぎと現われて，そぽを無関心に通りすぎて
行く。
　やがて目をさましたベックマンは「何のために，誰のために生きろというの
だ，私には自分の死に対する権利もないのか。自殺に対する権利もたいのか」
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（Du　sagst，ich　son　leben！Wozu～F廿r　wεnピHab　iChlkein’Recht　auf　meinen
Tod～Habich　keinRechtaufmeinenSelbstmord？）と叫ぶのである。　　　。
　このようにこのドラマは場面をいくつかに変えてはいるが，そこには目には
っきり分る形で場面の転換が行われている。そしてその主題はベヅクマソが生
きようとする四っの試みの繰返しである。彼を拾い上げた女は彼を助げること
はできず，逆に彼を罪におとし入れてしまうし，かっての上官であった大佐も
助げることもできない。寄席の麦配人も臆病の余り何もできず・クラー・マー夫
人も無思慮すぎた。こうした四つの試みの挫折の後には死の戸が開かれている
だけであったのである。このようなベヅクマソの一貫した行動が主流とたって
いるが，傍流ともいうべき形でベックマソを拾い上げた女とその夫である一本
足の男がでている。しかしこれらの人物はベックマソの体験との類似性という
意味で，主流をさまたげるものではなく，むしろ主流を補足する登場人物と見
ることができよう。1947年の3月23日にボルヒェルトはベルソハルト・ヨレス
（Bemha・d　JO11es）にあてて次のように書いていることはこのことを裏付げてい
る。
　　「全体が休みなしに演じ通されなげれぱなりません。ベックマソがいっも
　突然に路上に立たされ一る場面の転換ぼ光．と影の働きによってうまく引き出す
　ことができます。もちろん舞台の背景は必要でなく，舞台の上にそのっど家
　具が置かれただけで十分です。」
　さて次に舞台効果を高めるために用いられているさまざまな技巧にっいて考
察してみよう。第一にあげられるのはドアのきしみ音（k・eisch・n）である。こ
の音は第二場で三回，第三場で二回，第四場で一回，第五場で二回と，合計八
回用いられており，象徴的なモティーフとなっているぽかりでなく・視覚的に
も音響的にもベヅクマソの苦悩の感情を効果的に表現している。さらに同じよ
うな雰囲気を作り出Lているいくっかの音響的な要素がある。「うめく風」や
rぴちゃぴちゃ音をたてたり」，一r単調たぴしゃぴしゃ音をたてたり」する水の
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音や，「鏡い耳をっんざくような叫び声」や，「一本足の男のカタカタという音」
や，「木琴の音楽」などがそれである。
　もう一っきしみ音をたてながらLまって行くドアと同じように象徴的な形で
用いられているものに，ベヅク吋ソのガスマスク用の眼鏡がある。これはベヅ
クマソが戦争体験から離れることができず，戦争を通してしか人生を考えるこ
とができないことを象徴的に表現しているのである。このガスプスク周の眼鏡
はベヅクマソが接触Lた人たち（彼を拾い上げた女，大佐夫人，寄席の支配人，
クラーマー夫人）に異様な反応を引き起すが，このことによってベヅクマソと
彼等の間に横たわる距離感が浮彫りにされ，アウトサイダーとしてのベヅクイ
ソの位置が強調されるのである。
　（b）その言語
　ポルヒェルトはその綱領の宣言ともいうべき散文『われらが宣言』（Das　ist
mSer　Mani｛eSt）の中で次のようにいっている。
　　「われわれには正Lい文法を使う詩人は不要だ。われわれには正しい文法
　を使う忍耐力はない。われわれが必要とするのは，激しい，かれたむせびな
　く感情をもった詩人だ。木に向って木と，女に向って女といい，イェスとノ
　ーをはっきりいう詩人だ。大声で，明確に，三借に，接続法など便わずに。
　セミコーロソを便う時間などはない。・・…・」
　戯曲r戸口の外で』の中の用語の中にも，この宣言に沿つた低地ドイツ語の
日常語が用いられており，また隠語に類した表現も取入れられている。例えぱ
次のような表現があげられるであろう。
　　quasse1t，直berEressen，auskneifen，pennen，scheiB，reinfallen，▽erknu－
　sen，Tschuldigmg，Gr廿nschnabe1，Rotznase，Zimt，Schwein，Kli㎜perei，
　noch　mal，1aB㎜an，auf　Deubelko皿mraus，ne　G滋berko1onie
　もう一っこれに関連してあげられるものは，頭韻（Stabreim）を用いた形容
詞の羅列である。このように二つあるいは三つ，、あるいはそれ以上の形容詞を
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並べるやり方は，それ自体詩的なアクセソトを生み出してはいるが，リューム
コルフによれぱ，リノレケの影響であるとともに，異様化し滑稽化しているとい
う意味においてリルケからの離反であ飢（このテクニックを極端に駆便した
ものにボルヒェルトの短篇『シジフォス』があり，この中にはある給仕の性格
描写に何回も8つ以上の形容詞が用いられている。）二三例をあげれぱ
　　Griesgramiges，graues　Gespenst，Domemde，drohende，dumpfe
　Sprechchδre，w創zt　sich　breit，breiig，bresthaft　und　blutig　Ober　die
　We1t
などがある。
　文章の溝造においても，接続法や正しい文法やセミコーロソをしりそげるボ
ルヒェルトの語法が指摘できる。そのために次のように多くの文章が主語と述
語と一つの補足語からなっているのがボルヒェルトの文体の特徴といえよう。
　　Du　wirst　mich　nicht　los．Ich　habe　tausend　Gesichter．Ich　bin　die
　Stimme，die　jeder　kennt．Ich　bin　der　Andere，der　immer　da　ist．（第
　一場）
　比較的長い文章を編成する場合にも主文が並べられたり，副文章が並列的に
そえられている。例えぱガスマスク用の眼鏡（Gasmaskenb・iue）について次の
ような会話が行われている。
　　Madchen：Aber　wamm1aufen　Sie　denn　jetzt　noch　damit　herum？
　　Beckmam：Nein．Gehabt，ja．Aber　die　ist　mir　kaputt　geschossen．
　Nein，schδn　ist　sie　nicht．Aber　ich　bin　froh，daB　ich　wenigstens　diese
　1labe．Sie　ist　auBerodentlich　h狐1ich，das　weiB　ich．Und　das　macht
　mich　manchmal　auch　unsicher，wem　die　Leute　mich　auslachen．Aber
　1etzten　Endes　ist　das　ja　egal．　Ich　kann　sie　nicht　entbehren．　0hne
　Bril1e　bin　ich　rettungslos　ver1oren．Wirklich，vol1kommen　hi1f1os．
　この最後の文章のようにrOhne　B・ill・bin　ich」という文の一部を省略する
表現はボルヒェルトの短篇にも頻繁に用いられている特徴である。そのほかダ
ヅシュを三回も用いたり，疑問符や感嘆符を三回も用いたりしているのも主人
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公ベヅクマソの途方にくれた状態を示すのに役立っている。
　そのほか，ボルヒェルトの用語の中には比楡に具体的な事物を用いる点も注
貝に値するであろう。例えば次のようなもσである。
　　Seine　Haare　sind　kurz　wie　eine　BOrste．Wie　die　Fliegen　k1eben価e
　Toten．Beckmam，sagte　sie，wie　man　zu　ehem　Tisch　Tisch　sagt－
　gesnnd　wie　zehntausend　Hirsche　im　Februar．scharf　wie　Katzendreck．
Wie　der　Bauch　eines　schwa㎎eren　M直dchens，das　sich　im　ertr身nkte．
　Ist　das　Leben　wie　B1ei．
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